
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め作成された画像及び音声データの再生順序を表す所定の リストにしたが 、
記録された複数の上記画像及び音声データを再生 送出する再生手段と、
　
　上記 リストを表示する表示手段と、
　再生実行中である上記 リストを上記表示手段の表示画面上でのユーザの指示入力
により編集する場合、編集作業中に編集対象として指定された上記画像及び音声データの
再生開始までの残り時間を検出
　

　

　を具えることを特徴とする 。
【請求項２】
　

　 を特徴とする請求項１に記載の 。
【請求項３】
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プレイ い
し

上記プレイリストを編集前プレイリストとして記憶する記憶手段と、
プレイ

プレイ

する検出手段と、
上記残り時間が所定時間に満たない場合、上記編集前プレイリストを基に上記プレイリ

ストにおける上記編集対象の上記画像及び音声データを編集前の上記画像及び音声データ
に変更する変更手段と、

上記プレイリストを変更した場合に、変更後の上記プレイリストにしたがい再生するよ
う上記再生手段に通知する通知手段と

番組送出システム

上記所定時間は、上記画像及び音声データに対する上記編集作業の反映に要する時間を
基に定められている

こと 番組送出システム



　記録された複数データの再生順序を表す所定の リストにしたが 上記データを再
生する再生手段と、
　
　上記 リストを表示する表示手段と、
　 実行中である上記 リストの上記データを上記表示手段によつて表示された表
示画面上でのユーザの指示入力により編集する場合、編集対象として指定された上記デー
タの再生開始までの残り時間を検出
　

　

　を具えることを特徴とするデータ再生装置。
【請求項４】
　

　 を特徴とする請求項３に記載のデータ再生装置。
【請求項５】
　記録された複数データの再生順序を表す所定の リスト

表示画面上でユーザの指示入力により
編集する 編集対象として指定された上記データの再生開始までの残り時間を検出

　 残り時間が所定時間に満たない場合、
上記データを編集前の上

記データに変更
　上記編集前の上記データを再生対象として再生
　 ことを特徴とするデータ再生方法。
【請求項６】
　

　
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【目次】
以下の順序で本発明を説明する。
発明の属する技術分野
従来の技術
発明が解決しようとする課題
課題を解決するための手段
発明の実施の形態
（１）実施例によるテレビジヨン放送システムの全体構成（図１）
（２）ＣＭインサーシヨン装置の構成（図２）
（２－１）エンコード処理部の構成（図３及び図４）
（２－２）プレイアウト部の構成（図５及び図６）
（２－３）モニタリング部の構成（図７）
（２－４）プレイリスト作成用コンピユータの構成（図８）
（２－５）プレイアウトコントロールソフトウエア（図９～図１３）
（３）動作及び効果
（４）他の実施例
発明の効果
【０００２】
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プレイ い

上記データを編集前データとして記憶する記憶手段と、
プレイ

再生 プレイ

する検出手段と、
上記残り時間が所定時間に満たない場合、上記編集前プレイリストを基に上記プレイリ

ストにおける上記編集対象の上記データを編集前の上記データに変更する変更手段と、
上記プレイリストを変更した場合に、当該変更結果にしたがい再生するよう上記再生手

段に通知する通知手段と

上記所定時間は、上記画像及び音声データに対する上記編集作業の反映に要する時間を
基に定められている

こと

プレイ に従い所定の再生手段によ
り上記データを再生中に、所定の 当該プレイリスト
を 際、 す
る検出ステツプと、

上記 予め所定の記憶手段に記憶しておいた編集前
プレイリストを基に、上記プレイリストにおける上記編集対象の

する変更ステツプと、
する再生ステツプと

を具える

上記所定時間は、上記画像及び音声データに対する上記編集作業の反映に要する時間を
基に定められている

ことを特徴とする請求項５に記載のデータ再生方法。



【発明の属する技術分野】
本発明はテレビジヨン放送システム及びデータ再生装置及びデータ再生方法並びに記録媒
体に関し、例えば符号化処理して記録したデータを再生及び復号処理して放送するテレビ
ジヨン放送システム及びデータ再生装置及びデータ再生方法並びに記録媒体に適用して好
適なものである。
【０００３】
【従来の技術】
従来、テレビ局から送信される放送用データはアナログ信号の状態で記録されており、当
該データを再生して送信するようになされていた。しかし近年、音声及び画像データのデ
イジタル化が盛んになつており、これに応じて映像データ及び音声データからなる放送用
データも符号化処理を施してデータ圧縮した後に記録することが要求されている。このよ
うに符号化処理を施して記録することにより放送用データの細かい編集が容易となり、ま
た大量のデータを少ない記録媒体上に格納しておくことができるようになる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、このように放送用データをデイジタルに記録することにより緊急の番組変更等
にも容易に対応し得る。例えば放送直前に所定の放送用データを他のデータに差し換える
必要が生じる場合がある。
同一の記録媒体上に変更前及び変更後の放送用データが記録されている場合、各時間毎に
送出する放送用データを示すために予め設定されたデータ送出プログラムリストを変更し
て、変更前の放送用データに換えて変更後の放送用データを読み出すようにすることによ
り、こうした変更にも容易にかつ短時間で対応し得る。変更前及び変更後の放送用データ
がそれぞれ別々の記録媒体上に記録されている場合でも各放送用データは符号化されて記
録されているため、容易にかつ短時間で所望の放送用データを検索することができ、デー
タの差し換えも容易に行い得る。
【０００５】
ところが、放送中のデータ送出プログラムリストを変更して、変更前の放送用データに換
えて変更後の放送用データを読み出すようにした場合、プログラムリストの変更作業中に
変更対象となつている放送用データを送出する時間となることが考えられ、これによりデ
ータ送出プログラムリストに異常が生じて放送用データの送出が途切れたりするという問
題が生じる可能性がある。
【０００６】
本発明は以上の点を考慮してなされたもので、データの送出中に編集を行い得ると共に、
確実かつ連続的なデータの送出を補償し得るテレビジヨン放送システム及びデータ再生装
置及びデータ再生方法並びに記録媒体を提案しようとするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　かかる課題を解決するため本発明においては、

を設ける。
【０００８】
　検出した再生開始までの残り時間 編集前の リスト

再生手段に通知するようにしたことにより、 再生手段
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予め作成された画像及び音声データの再
生順序を表す所定のプレイリストにしたがい、記録された複数の画像及び音声データを再
生し送出する再生手段と、プレイリストを編集前プレイリストとして記憶する記憶手段と
、プレイリストを表示する表示手段と、再生実行中であるプレイリストを表示手段の表示
画面上でのユーザの指示入力により編集する場合、編集作業中に編集対象として指定され
た画像及び音声データの再生開始までの残り時間を検出する検出手段と、残り時間が所定
時間に満たない場合、編集前プレイリストを基にプレイリストにおける編集対象の画像及
び音声データを編集前の画像及び音声データに変更する変更手段と、プレイリストを変更
した場合に、変更後のプレイリストにしたがい再生するよう再生手段に通知する通知手段
と

が所定時間に満たない場合には プレイ
にしたがい再生するよう 当該 により



、編集前及び編集中のプログラムリスト上に登録された画像及び音声データの不一致によ
るデータ送出の誤送出及び中断を防止することができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下図面について、本発明の一実施例を詳述する。
【００１０】
（１）実施例によるテレビジヨン放送システムの全体構成
図１において、１は全体として本発明を適用したＣＡＴＶ用のテレビジヨン放送システム
を示し、複数チヤンネル分（この実施例では６チヤンネル分）のカートマシン２～７、各
カートマシン２～７にそれぞれ対応させて設けられた制御部８～１３、及びＣＭ（コマー
シヤル映像）インサーシヨン装置１４から構成されている。
【００１１】
制御部８～１３は、予め入力された番組編成プログラムに沿つて各カートマシン２～７に
制御信号Ｃ 1  ～Ｃ 6  をそれぞれ供給する。
各カートマシン２～７は制御部８～１３からそれぞれ供給される制御信号Ｃ 1  ～Ｃ 6  に基
づいて、番組放送時間中は指定されたビデオテープから指定された番組の映像／音声信号
ＶＡ 1  ～ＶＡ 6  を再生し、内蔵されたスイツチヤ（図示せず）を介して各チヤンネルから
出力するようになされている。
【００１２】
また各カートマシン２～７はＣＭの挿入開始予定時刻の１秒ないし２秒前になると、タイ
ミング信号ＧＰＩ 1  ～ＧＰＩ 6  をＣＭインサーシヨン装置１４に供給することにより、各
チヤンネル毎に予め設定されたＣＭ送出プログラムリスト（以下、これをプレイリストと
呼ぶ）に沿つたＣＭ映像／音声信号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ 6  をＣＭインサーシヨン装置１４に
よつて開始時刻から再生させ、当該ＣＭ映像／音声信号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ 6  をスイツチヤ
を介して外部に送出するようになされている。
【００１３】
またカートマシン２～７はＣＭ映像／音声信号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ 6  の送出終了時における
次の番組の映像／音声信号ＶＡ 1  ～ＶＡ 6  の開始時間も管理しており、ＣＭ映像／音声信
号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ 6  が終了するタイミングでスイツチヤを切り換えて次の番組の映像／
音声信号ＶＡ 1  ～ＶＡ 6  を出力するようになされている。
このように、テレビジヨン放送システム１はカートマシン２～７によつて各チヤンネルご
とに予め設定された番組編成プログラムに沿つて、番組の映像／音声信号ＶＡ 1  ～ＶＡ 6  

とＣＭ映像／音声信号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ 6  とを順次切り換えながら送出することにより、
番組の合間にプレイリストに沿つたＣＭを放送し得るようになされている。
【００１４】
（２）ＣＭインサーシヨン装置の構成
図２に示すように、ＣＭインサーシヨン装置１４はＣＭ映像／音声信号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ

6  をＭＰＥＧ（ Moving Picture Experts Group）規格に基づく符号化手順によつて符号化
し、多重化してエンコードデータＤ１として出力するエンコード処理部１５と、エンコー
ドデータＤ１を記録して保存すると共に当該エンコードデータＤ１を各チヤンネル毎に予
め設定されたプレイリストに従つて再生し出力するプレイアウト部１６と、ＣＭ映像／音
声信号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ 6  の送出状態をモニタリングし、かつ必要に応じてプレイリスト
の作成及び編集を行うモニタリング部１７とによつて構成されている。
エンコード処理部１５、プレイアウト部１６及びモニタリング部１７はイーサネツトバス
ＥＢを介するネツトワークにより相互に結ばれている。
【００１５】
エンコード処理部１５はコンピユータ１８の制御によつて、ＶＴＲ１９でビデオテープに
録画されたＣＭ映像／音声信号ＣＶＡをエンコーダ部２１でエンコードする。ここでエン
コード処理部１５ではモニタ２０によつてＣＭ映像／音声信号ＣＶＡをモニタしながら編
集を行うようになされている。すなわちユーザがモニタしながらエンコードしたいＣＭ映
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像／音声信号ＣＶＡの放送範囲をタイムコードを用いて「秒」単位で指定することにより
、エンコード処理部１５は当該指定した部分のＣＭ映像／音声信号ＣＶＡをエンコードし
てライブラリユニツト２２やストリーマ２３等の記録手段に記録する。
【００１６】
コンピユータ１８は、指定された記録時間範囲のＣＭ映像／音声信号ＣＶＡをエンコード
する指示信号Ｓ１をエンコーダ部２１に供給する。エンコーダ部２１は指示信号Ｓ１に基
づいて指定されたタイムコードの範囲のＣＭ映像／音声信号ＣＶＡをＭＰＥＧ規格に従つ
てエンコードする。
実際上、エンコーダ部２１は指定された時間範囲の各ＣＭ映像／音声信号ＣＶＡにＩＤナ
ンバを付して「クリツプＩＤ」という送出単位に変換し、複数のクリツプＩＤからなる「
エンコードリスト」を作成する。エンコーダ部２１は作成した「エンコードリスト」に基
づいてそれぞれのクリツプＩＤを一括してエンコードし、エンコードデータＤ１としてラ
イブラリユニツト（ハードデイスク）２２に保存すると共に、プレイアウト制御部１６の
ビデオサーバ２５に 10[Mbps]の転送レートで送出する。
このとき、エンコード処理部１５はエンコードしたクリツプＩＤの映像状態（画質等）を
モニタ２０に映し出すようになされている。従つて、オペレータはエンコードしたクリツ
プＩＤの映像状態をモニタ２０上で確認し得るようになされている。
【００１７】
　また、コンピユータ１８はライブラリユニツト２２に保存されたエンコードデータＤ１
を読み出してストリーマ２３に送出し、ストリーマテープに送出し記録するようになされ
ている。これにより、ＣＭインサーシヨン装置１４はエンコード処理部１５でエンコード
データＤ１の記録されたストリーマテープを持ち運びすることができ、離れた箇所に設け
られたプレイアウト部１６のストリーマ でエンコードデータＤ１を読み出し得るよう
になされている。
【００１８】
また、プレイアウト部１６は、エンコード処理部１５のコンピユータ１８からイーサネツ
トバスＥＢを介して与えられる制御信号に基づいて、コンピユータ２４がエンコード処理
部１５のエンコーダ部２１から送られて来たエンコードデータＤ１をビデオサーバ２５を
介して指定されたメデイアユニツト２６（ハードデイスク）のいずれか（メデイアユニツ
ト２６Ａ～２６Ｆ）に保存する。
ストリーマ２７はエンコード処理部１５のストリーマ２３により、記録されたストリーマ
テープを再生することによつてもエンコードデータＤ１を読み出し得るようになされてい
る。
【００１９】
　さらに、 １６は各メデイアユニツト２６Ａ～２６Ｆに保存されたエンコ
ードデータＤ１を読み出し、ＣＭとして放送する「プレイリスト」を作成してコンピユー
タ２４内のハードデイスク（図示せず）に保存しておくようになされている。
　尚、ビデオサーバ２５は各カートマシン２～７（図１）から各チヤンネル毎に対応した
タイミング信号ＧＰＩ１ ～ＧＰＩ６ が送られて来ると、「プレイリスト」にプログラムさ
れたクリツプＩＤを順次デコードし、番組が終了するタイミングでプログラム通りの順番
にＣＭ映像／音声信号ＣＶＡ１ ～ＣＶＡ６ をカートマシン２～７を介して指定されたチヤ
ンネルから出力するようになされている。
【００２０】
一方、モニタリング部１７はモニタリング用コンピユータ２８～３３を有し、ビデオサー
バ２５から各チヤンネルに対応して送出されるＣＭ映像／音声信号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ 6  の
プレイリスト内容を表すテキストデータをコンピユータ画面上で確認し得るようになされ
ている。
このためモニタリング部１７においては、各コンピユータ２８～３３に対してそれぞれ専
用のオペレータが配置されており、各オペレータがＣＭ映像／音声信号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ

6  の放送状況を各チヤンネルごとにモニタするようになされている。

10

20

30

40

50

(5) JP 4000538 B2 2007.10.31

２７

プレイアウト部



【００２１】
またモニタリング用コンピユータ２８～３３は立ち上げた最初の状態として順に１～６チ
ヤンネルのプレイリストを表示するが、スイツチを切り換えることによつて任意のモニタ
リング用コンピユータで所望チヤンネルのプレイリストを表示し得るようになされている
。
さらにモニタリング用コンピユータ２８～３３はプレイアウト制御部１６のコンピユータ
２４と同じ機能を有し、プレイリストの作成及び再生、並びにプレイリスト再生中のクリ
ツプＩＤの編集（クリツプＩＤの差し替え等）も実行し得るようになされている。
【００２２】
さらにＣＭインサーシヨン装置１４は、外部にオフラインでプレイリストの作成及び編集
するためのプレイリスト作成用コンピユータ３４を配している。
プレイリスト作成用コンピユータ３４は、プレイリストの作成及び編集作業を実行する機
能を有し、作成したプレイリストをフロツピーデイスク（図示せず）に記録するようにな
されている。
従つてＣＭインサーシヨン装置１４は、プレイアウト部１６のコンピユータ２４によつて
フロツピーデイスクに記録されたプレイリストを読み出すことにより、当該プレイリスト
に従つてＣＭ映像／音声信号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ 6  をビデオサーバ２５から出力し得るよう
になされている。
【００２３】
（２－１）エンコード処理部の構成
図３に示すように、エンコード処理部１５のエンコーダ部２１は、ペリフエラルデバイス
制御部４１、音声データエンコード部４２、映像データエンコード部４３、多重化部４４
及びＭＰＥＧ２ビツトストリームデータデコード部４５から構成されており、システムバ
ス４６によつて相互に接続されている。
【００２４】
ペリフエラルデバイス制御部４１は、コンピユータ１８からの指示信号Ｓ１に基づいてタ
イムコードで指定された範囲のＣＭ映像をＶＴＲ１９によつて再生し、音声信号Ａ１を音
声データエンコード部４２に供給すると共に、映像信号Ｖ１を映像データエンコード部４
３に供給する。
【００２５】
またペリフエラルデバイス制御部４１は音声データエンコード部４２、映像データエンコ
ード部４３、多重化部４４及びＭＰＥＧ２ビツトストリームデータデコード部４５を制御
しており、音声データエンコード部４２によつて音声信号Ａ１をＭＰＥＧ１規格のレイヤ
２に準拠した音声符号化データＡＥ１にエンコードすると共に、映像データエンコード部
４３によつて映像信号Ｖ１をＭＰＥＧ２規格の MP＠ MLに準拠した映像符号化データＶＥ１
にエンコードしてそれぞれ多重化部４４に供給する。
【００２６】
多重化部４４は音声符号化データＡＥ１及び映像符号化データＶＥ１を多重化してビツト
ストリームデータＤ２を生成する。ペリフエラルデバイス制御部４１はシステムバス４６
を介してビツトストリームデータでなるエンコードデータＤ１をＭＰＥＧ２ビツトストリ
ームデータデコード部４５に送出する。
ペリフエラルデバイス制御部４１は、エンコードデータＤ１をビデオサーバ２５へ送出し
、当該ビデオサーバ２５を介してメデイアユニツト２６Ａ～２６Ｆに保存し得るようにな
されている。
【００２７】
またペリフエラルデバイス制御部４１はエンコードデータＤ１をライブラリユニツト２２
に一旦保存し、このライブラリユニツト２２に保存したエンコードデータＤ１をストリー
マ２３によつてストリーマテープに記録しておくことができる。
【００２８】
ＭＰＥＧ２ビツトストリームデータデコード部４５は、ペリフエラルデバイス制御部４１
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の制御に基づいてエンコードデータＤ１をデコードしてＣＭ映像信号Ｖ２とＣＭ音声信号
Ａ２を取り出すと、ＣＭ映像信号Ｖ２を映像確認用モニタ２０に出力すると共に、ＣＭ音
声信号Ａ２をオーデイオアンプ４７を介して増幅してスピーカ４８から音声として出力す
るようになされている。
したがつてオペレータは、実際にエンコードしたクリツプＩＤのＣＭ映像信号Ｖ２をモニ
タ２０上に表示すると共にスピーカ４８を介してＣＭ音声信号Ａ２を出力することにより
、画質及び音質をチエツクするようになされている。
【００２９】
次に、図４に示すように、エンコード処理部１５におけるコンピユータ１８は、コンピユ
ータの制御部であるＣＰＵ (Central Processing Unit) ５１Ａ、メインメモリであるＲＯ
Ｍ (Read Only Memory)５２Ａ及びＲＡＭ (Random Access Memory)５３Ａ、並びに画像表示
用のメモリであるＶＲＡＭ (Video Random Access Memory)５４Ａがシステムバス５５Ａを
介して接続されている。さらにＣＰＵ５１Ａ、ＲＯＭ５２Ａ、ＲＡＭ５３Ａ及びＶＲＡＭ
５４Ａには、入出力手段や外部記憶手段等の周辺装置がシステムバス５５Ａを介して接続
されている。
【００３０】
ＲＯＭ５２Ａは、コンピユータ１８を立ち上げるときにハードウエアのシステムを初期化
するための基本動作プログラムであるＢＩＯＳ (Basic Input/Output System) を記憶して
いる。またＲＡＭ５３Ａは、ＯＳ（ Operating System）やアプリケーシヨンソフトウエア
の実行プログラムに対するＣＰＵ５１Ａの作業領域として用いられる。さらにＶＲＡＭ５
４Ａは、コンピユータ１８に設けられたモニタ５６Ａ上に画面表示する画像表示用データ
を書き込むためのメモリとして用いられる。
ここで電源が投入されてＲＯＭ５２Ａより読み出されるＢＩＯＳによつてコンピユータ１
８が立ち上げられると、ＣＰＵ５１ＡはＳＣＳＩインターフエース５８Ａを介してハード
デイスク５７ＡからＯＳを読み出してＲＡＭ５３Ａにロードする。これによりコンピユー
タ１８は、ＯＳを介したＣＰＵ５１Ａによる制御によつて動作させることができるように
なる。
【００３１】
ＣＰＵ５１Ａは、映像／音声信号をエンコードする場合、エンコードに関する各種処理を
実行するためのエンコーデイングコントロールソフトウエアをＳＣＳＩインターフエース
５８Ａを介してハードデイスク５７Ａから読み出して、ＲＡＭ５３Ａにロードする。そし
てＯＳを経由してエンコーデイングコントロールソフトウエアの画像表示用データをＶＲ
ＡＭ５４Ａに書き込む。
【００３２】
コンピユータ１８は、エンコーデイングコントロールソフトウエアを用いてエンコード処
理に関する各種処理を実行するときに用いられるメニユ画面やキーボード６０Ａによつて
入力されるテキスト等の画像表示用データを、ＯＳを経由してＶＲＡＭ５４Ａ上に書き込
み、これらの画像表示用データをＣＰＵ５１Ａによつて定期的に読み出すことによつて画
面表示する。
【００３３】
この場合、コンピユータ１８は入力手段であるキーボード６０Ａ又はマウス６２Ａによつ
て入力される入力情報をそれぞれキーボードインターフエース５９Ａ又はマウスインター
フエース６１Ａを介して入力し、ＯＳを経由してエンコーデイングコントロールソフトウ
エアに引き渡すようになされている。
【００３４】
ここでエンコード処理に関するメニユ画面や作業画面をＣＲＴモニタ５６Ａ上に画面表示
する場合は、ＣＰＵ５１Ａの制御によつてＶＲＡＭ５４Ａから画像表示用データを読み出
してＤ／Ａ (Digital/Analog)コンバータ６３Ａに送出すると、Ｄ／Ａコンバータ６３Ａは
、デイジタル映像信号をアナログ映像信号に変換してＣＲＴモニタ５６Ａに出力する。
またコンピユータ１８にはプリンタ６４Ａがパラレルインターフエース６５Ａ及びバス５
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５Ａを介して接続されており、このプリンタ６４Ａを用いてＣＲＴモニタ５６Ａ上に表示
される表示画面内容をプリントアウトすることができるようになされている。
【００３５】
さらにエンコード処理部１５のコンピユータ１８には、プレイアウト部１６のコンピユー
タ２４とモニタリング部１７のコンピユータ２８～３３とがイーサネツトバスＥＢ及びイ
ーサネツトインターフエース６７Ａを介して接続されている。これによりエンコード処理
部１５のコンピユータ１８、プレイアウト部１６のコンピユータ２４及びモニタリング部
１７のコンピユータ２８～３３間でコマンド及びデータの送受信ができるようになされて
いる。
この場合、エンコード処理部１５のコンピユータ１８には、プレイアウト部１６のビデオ
サーバ２５がシリアルインターフエイス６６Ａを介して接続されており、エンコーダ部２
１あるいはビデオサーバ２５との間においてエンコーデイングコントロールソフトウエア
による処理のための各種コマンドを送受信することができるようになされている。
【００３６】
（２－２）プレイアウト部の構成
図５に示すように、プレイアウト制御部１６のビデオサーバ２５はプレイリストに基づく
コンピユータ２４からのコマンドをシステム制御部７１が受け取り、当該システム制御部
７１がコマンドに基づいて記録されたデータの再生を実行するようになされている。
【００３７】
システム制御部７１はビデオサーバ２５全体を制御するようになされており、カートマシ
ン２～７（図１）から送出されてきたタイミング信号ＧＰＩ 1  ～ＧＰＩ 6  に基づいて、Ｈ
ＤＤ制御部７２～７８によつてメデイアユニツト２６Ａ～２６Ｇに保存されているエンコ
ードデータＤ１をそれぞれ読み出させ、データバス７９を介して時分割多重制御部８０に
送出する。
【００３８】
時分割多重制御部８０はエンコードデータＤ１を時分割多重化処理し、ビツトストリーム
データＤ３としてデータバス８１を介してそれぞれのチヤンネルに対応したＡ／Ｖデコー
ド部８２～８７に送出する。
Ａ／Ｖデコード部８２～８７は、ビツトストリームデータＤ３をデコードし、アナログの
ＣＭ映像信号及び音声信号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ 6  （図１）として出力するようになされてい
る。
【００３９】
また、データ入力部８８はエンコード処理部１５のエンコーダ部２１から送られてくるエ
ンコードデータＤ１を入力するためのものであり、当該エンコードデータＤ１を時分割多
重制御部８０に送出し、当該時分割多重制御部８０及びデータバス７９及びＨＤＤ制御部
７２～７８を順次介してメデイアユニツト２６Ａ～２６Ｇに記録するようになされている
。
【００４０】
また、図４との対応部分の同一符号に添字「Ｂ」を付して示す図６において、プレイアウ
ト部１６のコンピユータ２４は、コンピユータ１８のハードデイスク５７Ａに記録されて
いるエンコーデイングコントロールソフトウエアとは異なるプレイアウトコントロールソ
フトウエアがハードデイスク５７Ｂに格納されている点と、イーサネツトインターフエー
ス６７Ｂを介してエンコード処理部１５のコンピユータ１８及びモニタリング部１７のコ
ンピユータ２８～３３と接続されている点を除いてコンピユータ１８と同様に構成されて
いる。
【００４１】
プレイアウトコントロールソフトウエアはプレイリストの作成、編集及び再生等の各種処
理を実行するためのものであり、コンピユータ２４においてはプレイアウトコントロール
ソフトウエアに基づいて各種処理を実行し得るようになされている。
【００４２】
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（２－３）モニタリング部の構成
図４との対応部分の同一符号に添字「Ｃ」を付して示す図７において、モニタリング部１
７のモニタリング用コンピユータ２８～３３は、コンピユータ１８のハードデイスク５７
Ａに記録されているエンコーデイングコントロールソフトウエアとは異なるプレイアウト
モニタリングソフトウエアがハードデイスク５７Ｃに格納されている点と、イーサネツト
インターフエース６７Ｃを介してプレイアウト部１６のコンピユータ２４と接続されてい
る点と、シリアルインターフエース６６Ｂを有しておらずコンピユータ２４とだけ接続さ
れている点を除いてコンピユータ１８と同様に構成されている。
【００４３】
プレイアウトモニタリングソフトウエアはプレイアウトコントロールソフトウエアと全く
同等の機能を有したプログラムであり、ＣＲＴモニタ５６Ｃ上にプレイリストの内容及び
送出状態をモニタリングするだけでなく、プレイリストに対して変更をかけたり、クリツ
プＩＤの差し替えを行う等の編集作業、及びプレイリストの再生を実行し得るようになさ
れている。
【００４４】
このように、コンピユータ２８～３３においてはコンピユータ１８と同様の機能を有して
いるが、通常はコンピユータ１８が機能を優先するように設定されている。従つて、オペ
レータの操作によつてコンピユータ２８～３３の機能を優先するかの権限をコンピユータ
１８から与えられたときに、始めてコンピユータ２８～３３がプレイリストの編集及び再
生を実行し得るようになされている。
【００４５】
（２－４）プレイリスト作成用コンピユータの構成
図４との対応部分の同一符号に添字「Ｄ」を付して示す図８において、プレイリスト作成
用コンピユータ３４においては、コンピユータ１８のハードデイスク５７Ａに記録されて
いるエンコーデイングコントロールソフトウエアとは異なるプレイリストクリエーシヨン
ソフトウエアがハードデイスク５７Ｄに記録されている点と、シリアルインターフエース
、パラレルインターフエースを有していない点と、イーサネツトインターフエースを有し
ておらず他のコンピユータと接続されていない点を除いてコンピユータ１８と同様に構成
されている。
【００４６】
プレイリストクリエーシヨンソフトウエアはプレイリストの作成及び編集機能を有したプ
ログラムであり、プレイリスト作成用コンピユータ３４において作成したプレイリストを
フロツピーデイスク等に記録し、コンピユータ２４及び２８～３３において記録したプレ
イリストデータを読み出し得るようになされている。
【００４７】
（２－５）プレイアウトコントロールソフトウエア
図９に示すように、プレイリストの作成、編集及び再生等の各種処理を実行するためにコ
ンピユータ２４にロードされるプレイアウトコントロールソフトウエアの画面構成はメイ
ンメニユー９１を最上位とする階層構造となつており、メインメニユー９１の下位にはプ
レイリストクリエーシヨン用画面群９２、チヤンネルステータス９３、クリツプ管理用画
面群９４及びユーテリテイ９５の各画面がそれぞれ存在する。またチヤンネルステータス
９３の画面の下位には、さらにプレイリスト編集用画面９６、マルチチヤンネルステータ
ス９７の画面及びプレイリストテーブル９８の画面が存在する。
【００４８】
図１０に示すように、メインメニユー９１の表示画面にはプレイリストクリエーシヨン用
画面群９２に機能移行するための選択ボタン９１Ｂ、チヤンネルステータス９３の画面に
機能移行するための選択ボタン９１Ｃ、クリツプ管理用画面群９４に機能移行するための
選択ボタン９１Ａ及びユーテリテイ９５の画面に機能移行するための選択ボタン９１Ｄが
表示されている。コンピユータ２４は各選択ボタン９１Ａ～９１Ｄのいずれかをマウス６
２Ｂによつてクリツクすることにより、クリツクされた選択ボタンの機能選択信号をマウ
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スインターフエイス６１Ｂ及びシステムバス５５Ｂを順次介してＣＰＵ５１Ｂに入力する
。ＣＰＵ５１Ｂは、当該入力に応じて選択された機能画面を表示するための画面データを
ＶＲＡＭ５４Ｂに書き込むことにより、モニタ上に選択された機能操作用画面を表示する
。なおＥＸＩＴボタン９１Ｅをクリツクした場合、コンピユータ２４はＣＰＵ５１Ｂに終
了信号を入力し、プレイアウトコントロールソフトウエアを終了する。
【００４９】
プレイリストクリエーシヨン用画面群９２は放送前に予めプレイリストを作成するために
用いられる機能操作用画面であり、各プレイリストの参照画面から所望のＩＤ番号でなる
プレイリストを選択して更に下位の機能選択を行うことにより放送データ表示画面又はプ
レイリスト作成画面（図示せず）に移行する。
放送データ表示画面は選択したプレイリストに登録されている各イベントの番号、開始時
刻、表示所要時間及びクリツプＩＤ等の詳細内容を表示すると共に、当該プレイリストに
基づいてモニタ上に映像を表示する。これによつてユーザはプレイリストに登録した各イ
ベントに誤り等の不備が無いか否かを確認する。
またプレイリスト作成画面はキーボードから所望のイベント番号を選択入力して所望のク
リツプＩＤを指定することでプレイリストを作成する。プレイリスト作成画面では入力以
外にも、変更、追加又は削除等の編集作業を行うことができるようになされている。こう
して修正変更、追加又は削除がなされたプレイリストはセーブされることによつてハード
デイスク内に格納される。なおマウス入力用のプレイリスト修正画面に切り換えることに
より、キーボードからでは無くマウスから各選択入力及び機能選択を行うことができる。
【００５０】
図１１に示すように、チヤンネルステータス９３の画面では放送中である選択されたプレ
イリストの詳細内容を表示しており、これを参照することで放送中であるプレイリストの
処理状況をモニタリングし得るようになされている。
チヤンネルステータス９３の画面上部には、ＡＣＴボタン９３Ａ、ＳＴＯＰボタン９３Ｂ
、マルチステータス移行ボタン９３Ｃ、プレイリストテーブル移行ボタン９３Ｄ、プレイ
リスト編集移行ボタン９３Ｅ、メインメニユー移行ボタン９３Ｆ及びチヤンネル選択ボタ
ン９３Ｇが表示されている。ＡＣＴボタン９３Ａをクリツクした場合、ＣＰＵ５１Ｂに再
生実行を指示する制御信号が与えられ、選択されているプレイリストにしたがつて画像及
び音声の再生が実行される。またＳＴＯＰボタン９３Ｂをクリツクした場合は、ＣＰＵ５
１Ｂに停止を指示する制御信号が与えられ、画像及び音声の再生を停止する。
またマルチステータス移行ボタン９３Ｃ、プレイリストテーブル移行ボタン９３Ｄ、プレ
イリスト編集移行ボタン９３Ｅ、メインメニユー移行ボタン９３Ｆはそれぞれ他機能画面
への移行を指示するための選択ボタンであり、クリツクすることによりＣＰＵ５１Ｂに画
面移行を要求する制御信号が与えられ、ＣＰＵ５１ＢのＶＲＡＭ５４Ｂへの画面データ書
き込みによつてそれぞれマルチチヤンネルステータス９７の画面、プレイリストテーブル
９８の画面、プレイリスト編集用画面９６に画面表示が切り換わる。またチヤンネル選択
ボタン９３Ｇをクリツクして所望のチヤンネル番号を指示入力することにより、画像及び
音声データを送出するチヤンネルを選択指示することができるようになされている。
【００５１】
またチヤンネルステータス９３の画面上部には、カウントダウン表示９３Ｈ、デート表示
９３Ｉ及びプレイリストＩＤ表示９３Ｊが設けられており、それぞれ各クリツプＩＤの再
生開始からの経過時間、当該プレイリストの放送年月日、プレイリストのＩＤ番号を表示
している。
さらにチヤンネルステータス９３の画面下部にはプレイリストの詳細内容を表示する表示
枠９３Ｋが設けられている。当該枠内にはプレイリストＩＤ表示９３Ｊに表示されたプレ
イリストの詳細内容が表示されており、イベント番号、各イベント番号のデータ再生開始
時刻、各イベントに対応付けられたクリツプＩＤ、各クリツプＩＤのタイトル名、補足事
項、各クリツプＩＤの再生所要時間及び番組間に放送されるクリツプＩＤの総計時間が順
次表示されている。ここで放送済であるイベント番号にはレ点が付加されており、また放
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送中であるイベント番号は表示色が反転するようになされている。これによりユーザは放
送済、放送中及び未放送のイベントを容易に識別することができる。
【００５２】
　図１２に示すように、プレイリスト編集用画面９６は放送中であるプレイリストの各イ
ベント番号、開始時刻、クリツプＩＤ、データ名及び表示所要時間等を表示しており、放
送中であるプレイリストに編集を加えられるようになされている。プレイリスト編集用画
面９６の画面上部にはキヤンセルボタン９６Ａ、印刷ボタン９６Ｂ、マウス編集画面移行
ボタン９６Ｃ、プレイリストテーブル移行ボタン９６Ｄ、 ボタン９６Ｅ及びメ
インメニユー移行ボタン９６Ｆが表示されており、それぞれクリツクすることにより、編
集処理の中断、プレイリストのデータ印刷、マウスによる編集用画面への移行、プレイリ
ストテーブル９８の画面への移行 １つ前の画面への移行、メインメニユー９１の画面へ
の移行を要求する制御信号がＣＰＵ５１Ｂに入力され、画面移行等の各要求が実行される
。
【００５３】
またプレイリスト編集用画面９６の画面中部には編集機能枠９６Ｇ、デート表示９６Ｈ、
プレイリストＩＤ表示９６Ｉ及びチヤンネル表示９６Ｊが設けられている。デート表示９
６Ｈ、プレイリストＩＤ表示９６Ｉ及びチヤンネル表示９６Ｊはそれぞれプレイリストの
放送年月日、プレイリストのＩＤ、チヤンネル番号を表示している。
さらに画面下部にはプレイリストの詳細内容の表示枠９６Ｋが設けられており、当該枠内
にプレイリストに登録されているイベント番号、各イベント番号のデータ再生開始時刻、
各イベントに対応付けられたクリツプＩＤ、各イベントのタイトル名、補足事項、各イベ
ントの再生所要時間及び番組間に放送されるクリツプＩＤの総計時間が順次表示されてい
る。
【００５４】
実際に編集作業を行う場合、表示枠９６Ｋ及び上述した編集機能枠９６Ｇが用いられる。
例えば所望のクリツプＩＤのデータを他のクリツプＩＤのデータに差し換える場合、まず
編集機能枠９６Ｇ内の「Ｏｖｅｒｗｒｉｔｅ」項目をクリツクし、次に表示枠９６Ｋに表
示された所望のイベント番号をクリツクする。これによりＣＰＵ５１Ｂがクリツクにより
選択されたイベント番号、クリツプＩＤ、開始時刻、タイトル名及び再生所要時間を編集
機能枠９６Ｇ内に表示すると共に、表示枠９６Ｋの選択されたイベント番号の１つ前の番
号部分にデータ変更位置を示す位置表示を表示する。この状態で編集機能枠９６Ｇ内のク
リツプＩＤ表示欄に所望のＩＤをキーボード６０Ｂから入力してクリツプＩＤのＩＤ名を
所望のクリツプＩＤに書き換えることにより、ＣＰＵ５１Ｂは選択されたイベント番号の
クリツプＩＤのデータを新たに書き換えられたクリツプＩＤのデータに変更する。
【００５５】
また所望のイベント番号の次に新たにクリツプＩＤを追加する場合、まず編集機能枠９６
Ｇ内の「Ｉｎｓｅｒｔ」項目をクリツクし、次に表示枠９６Ｋに表示された所望のイベン
ト番号をクリツクする。これによりＣＰＵ５１Ｂは表示枠９６Ｋの選択されたイベント番
号の１つ前の番号部分にデータ変更位置を示す位置表示を表示する。この状態で編集機能
枠９６Ｇ内のクリツプＩＤ表示欄に所望のクリツプＩＤをキーボード６０Ｂから入力する
ことにより、ＣＰＵ５１Ｂは編集機能枠９６Ｇ内に選択されたイベント番号、追加するク
リツプＩＤ、開始時刻、タイトル名及び再生所要時間を表示し、当該選択されたイベント
番号に新たなクリツプＩＤのデータを追加すると共に、以降の番号を１つづつずらして変
更し表示する。さらに所望のイベント番号のクリツプＩＤを削除する場合、表示枠９６Ｋ
に表示された所望のイベント番号をクリツクする。これによりＣＰＵ５１Ｂは編集機能枠
９６Ｇ内に選択されたイベントのイベント番号、クリツプＩＤ、開始時刻、タイトル名及
び再生所要時間を表示すると共に、表示枠９６Ｋの選択されたイベント番号の１つ前の番
号部分にデータ変更位置を示す位置表示を表示する。この状態で編集機能枠９６Ｇ内の「
Ｄｅｌｅｔｅ」ボタンをクリツクすることにより、ＣＰＵ５１Ｂは選択されたイベント番
号のデータを削除する。なお当該プレイリスト編集用画面９６のマウス編集画面移行ボタ
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ン９６Ｃをクリツクしてマウス入力用のプレイリスト編集画面（図示せず）に切り換える
ことにより、ＣＰＵ５１Ｂはマウスからの各選択入力及び機能選択を行うことができる。
【００５６】
こうした修正変更、追加又は削除等の編集作業はコンピユータ２４（図２）内のＲＡＭ５
３Ｂのメモリ空間上でなされ、コンピユータ２４のハードデイスクにセーブされることに
よつて編集後のプレイリストが編集前のプレイリストに上書きされる。
ここで上述したように、放送中であるプレイリストに編集を加える場合、コンピユータ２
４（図６）は所定の処理手順に基づき、編集対象として指定されたイベント番号のデータ
送出開始までの残り時間を検出して、検出結果に応じて、編集作業による変更を有効とす
るか否かを決定するようになされている。
【００５７】
すなわち図１３に示すように、所定のプレイリストが再生処理中であり、かつ当該プレイ
リストに編集処理を施す場合、コンピユータ２４はステツプＳＰ１で手順を開始する。コ
ンピユータ２４はステツプＳＰ２で編集作業を処理すると共に、所定時刻となつた際に対
応するイベント番号の放送データを再生して送出する。
コンピユータ２４はステツプＳＰ３で、現在、送出しているイベント番号（ｉ）のデータ
の残り時間ｔを検出して、予め設定される所定時間と比較する。この実施例では所定時間
を１０秒として設定しており、１０秒以上である場合はステツプＳＰ２に戻る。また所定
時間が１０秒である場合は次のステツプに移行する。次にコンピユータ２４は、ステツプ
ＳＰ４で、送出中のイベント番号（ｉ）の次のデータ、すなわちメモリ空間上のイベント
番号（ｉ＋１）のデータをハードデイスク内に格納したプレイリストのイベント番号（ｉ
＋１）のデータと比較して一致するか否かを判別する。
【００５８】
コンピユータ２４は、ステツプＳＰ５で、ハードデイスク内に格納したプレイリストのイ
ベント番号（ｉ＋１）のデータがメモリ空間上のプレイリストのイベント番号（ｉ＋１）
のデータと一致する場合はステツプＳＰ２に戻り、一致しない場合は次のステツプＳＰ６
に移行する。
ハードデイスク内に格納したプレイリストのイベント番号（ｉ＋１）のデータがメモリ空
間上のプレイリストのイベント番号（ｉ＋１）のデータと一致する結果が得られない場合
、コンピユータ２４はステツプＳＰ６で、メモリ空間上のプレイリストのイベント番号（
ｉ＋１）のデータをハードデイスク内に格納したプレイリストのイベント番号（ｉ＋１）
のデータに変更してステツプＳＰ２に戻る。
【００５９】
このように、コンピユータ２４は放送中であるプレイリストを編集する際、編集対象とし
て指定されたイベント番号のデータ再生開始時刻までの残り時間を検出して、編集処理の
完了が再生開始時刻に間に合わないと判別した場合、編集中のプレイリストのデータを編
集前のプレイリストに登録されたデータに変更すると共に、編集前のプレイリストに登録
されたデータを強制的に送出するようになされている。
【００６０】
（３）動作及び効果
以上の構成において、テレビジヨン放送システム１は各チヤンネルごとに予め設定された
番組編成プログラムに沿つて、番組の映像／音声信号ＶＡ 1  ～ＶＡ 6  とＣＭ映像／音声信
号ＣＶＡ 1  ～ＣＶＡ 6  とを順次切り換えながら送出することにより、予め作成されている
プレイリストに沿つたＣＭを番組の合間に放送し得るようになされている。また当該プレ
イリストを編集することによつて、放送するＣＭの差し換え、追加及び削除を容易かつ短
時間で行うことができ、放送直前に緊急の変更要求が生じた場合でも容易に対応し得る。
【００６１】
ここで、こうした編集処理が放送中になされ、かつ編集対象となつているイベント番号の
データ再生までの時間が所定時間に満たない場合、編集前のプレイリストに登録されたク
リツプＩＤのデータと編集中のプレイリスト上でのクリツプＩＤのデータとが一致しない
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場合が生じ、放送用データの送出が途切れたりする可能性がある。
これを回避するために、テレビジヨン放送システム１はコンピユータ２４によつて放送中
のプレイリストを編集する際に、編集対象となつているイベント番号のデータが再生され
るまでの残り時間を検出して、当該残り時間が所定時間に満たない場合、編集対象のイベ
ント番号のデータを編集前のデータに変更するようになされている。これにより、編集対
象のデータが再生されるまでに編集処理が完了した場合は当該編集済のプレイリストにし
たがつてクリツプＩＤを再生して放送し、再生開始時刻に間に合わないと判別した場合は
編集前のプレイリストに登録されているクリツプＩＤを再生して放送することができ、確
実かつ連続的な放送を補償し得る。
【００６２】
以上の構成によれば、コンピユータ２４によつて、放送中のプレイリストを編集する際に
、編集対象のイベント番号データの再生までの残り時間を検出して検出結果が所定時間に
満たない場合、編集前のプレイリストにしたがつてデータ再生するようにしたことにより
、編集対象のデータが再生されるまでに編集処理が完了した場合は当該編集済のプレイリ
ストにしたがつてクリツプＩＤを再生して放送し、再生開始時刻に間に合わないと判別し
た場合は編集前のプレイリストに登録されているクリツプＩＤを再生して放送することが
でき、かくするにつき、放送中のプレイリストを編集し得ると共に、確実かつ連続的な放
送を補償し得る。
【００６３】
（４）他の実施例
なお上述の実施例においては、ＣＡＴＶ用のテレビジヨン放送システム１に適用した場合
について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば一般のテレビジヨン放送システムに適
用するようにしてもよい。
【００６４】
また上述の実施例においては、プレイリストを編集することにより、放送データであるＣ
Ｍ映像の差し換え、追加又は削除を行うようになされたテレビジヨン放送システム１の場
合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えばＣＭ映像以外の番組データの差し換
え、追加又は削除を行う場合に適用するようにしてもよい。
【００６５】
また上述の実施例においては、６チヤンネルを有するテレビジヨン放送システム１の場合
について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば１チヤンネルだけを有する場合に適用
してもよく、また１チヤンネル以上の複数チヤンネルを有する場合に適用してもよい。す
なわち本発明はチヤンネル数に関わらず適用することができる。
【００６６】
また上述の実施例においては、記録媒体としてハードデイスク及びストリーマを用いる場
合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば光デイスク、ＭＯ又はＤＶＤ等を用
いる場合に適用してもよい。
【００６７】
また上述の実施例においては、プレイアウト部１６のコンピユータ２４でプレイリストの
編集を行う場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えばモニタリング部１７の
コンピユータ２８～３３のいずれかによつてプレイリストの編集を行う場合に適用しても
よい。
【００６８】
【発明の効果】
　上述のように本発明によれば、
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予め作成された画像及び音声データの再生順序を表す所
定のプレイリストにしたがい、記録された複数の画像及び音声データを再生し送出する再
生手段と、プレイリストを編集前プレイリストとして記憶する記憶手段と、プレイリスト
を表示する表示手段と、再生実行中であるプレイリストを表示手段の表示画面上でのユー
ザの指示入力により編集する場合、編集作業中に編集対象として指定された画像及び音声
データの再生開始までの残り時間を検出する検出手段と、残り時間が所定時間に満たない



よう
にしたことにより、再生開始までの残り時間が所定時間に満たない場合は編集前の
リストに登録された画像及び音声データを再生するように再生手段を制御することができ
、編集前及び編集中の リスト上に登録された画像及び音声データの不一致によるデ
ータ送出の誤送出及び中断を防止し得、かくするにつき、データ送出中に リストの
編集を行い得ると共に、確実かつ連続的なデータ送出を補償し得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例によるテレビジヨン放送システムの全体構成を示すブロツク図で
ある。
【図２】ＣＭインサーシヨン装置の構成を示すブロツク図である。
【図３】エンコーダ部の詳細構成を示すブロツク図である。
【図４】エンコード処理部のコンピユータの詳細構成を示すブロツク図である。
【図５】ビデオサーバの詳細構成を示すブロツク図である。
【図６】プレイアウト部のコンピユータの詳細構成を示すブロツク図である。
【図７】モニタリング部のコンピユータの詳細構成を示すブロツク図である。
【図８】プレイリスト作成用コンピユータの構成を示すブロツク図である。
【図９】プレイアウトコントロールソフトウエアの画面構成の説明に供する略線図である
。
【図１０】メインメニユーの説明に供する表示画面の平面図である。
【図１１】チヤンネルステータス画面の説明に供する平面図である。
【図１２】プレイリスト編集用画面の説明に供する平面図である。
【図１３】放送中になされた編集結果を有効とするか否かの説明に供するフローチヤート
である。
【符号の説明】
１……テレビジヨン放送システム、２～７……カートマシン、８～１３……制御部、１４
……ＣＭインサーシヨン装置、１５……エンコード処理部、１６……プレイアウト部、１
７……モニタリング部、１８、２４……コンピユータ、２１……エンコーダ部、２５……
ビデオサーバ、２８～３３……モニタリング用コンピユータ、３４……プレイリスト作成
用コンピユータ、４１……ペリフエラルデバイス制御部、４２……音声データエンコード
部、４３……映像データエンコード部、４４……多重化部、４５……ＭＰＥＧ２ビツトス
トリームデータデコード部、５６Ａ～Ｄ……ＣＲＴモニタ、５７Ａ～Ｄ……ハードデイス
ク、６０Ａ～Ｄ……キーボード、６２Ａ～Ｄ……マウス、６４Ａ～Ｃ……プリンタ、７１
……システム制御部、７２～７８……ＨＤＤ制御部、８０……時分割多重制御部、８２～
８７……Ａ／Ｖデコード部、８８……データ入力部。
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場合、編集前プレイリストを基にプレイリストにおける編集対象の画像及び音声データを
編集前の画像及び音声データに変更する変更手段と、プレイリストを変更した場合に、変
更後のプレイリストにしたがい再生するよう再生手段に通知する通知手段とを設ける

プレイ

プレイ
プレイ



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(15) JP 4000538 B2 2007.10.31



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

(18) JP 4000538 B2 2007.10.31



フロントページの続き

(72)発明者  小森　陽子
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号ソニー株式会社内

    審査官  田付　徳雄

(56)参考文献  特開平０１－２６５６７６（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－０６４１２２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－３０７７６９（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－０３０６８９（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－１３４８８７（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－０８４３２９（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G11B  27/00 - 27/06
              H04N   5/222
              H04N   5/91

(19) JP 4000538 B2 2007.10.31


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

